今回の日韓会談文書の一部を日本政府が公開したことについて

　　　　　　　　　　　　日韓会談文書・全面公開を求める会　会員　李洋秀

これまでに頑なに外交文書の公開を渋って来た日本政府の態度に対して、私は日本が真なる民主主義ではない立憲君主国であるがための、仕方のない限界だとは思いません。
　帝政時代にも杉原千畝がいたし、民主国韓国だってつい最近まではミャンマーのような軍事独裁国家で、拉致は北朝鮮以上にこちらが専門家でした。
　杉原千畝が公式に名誉回復したのは、60年以上も経ったつい最近のことです。今の官憲はちっとも彼の自慢をする権限を持っていません。ずっと彼の功績を無視し、弾圧する側に身を置いて来たのですから。
　この問題は要は日本の政府、外務省、役人は国民の方を向いていない、腐敗、汚職の塊りで、日本の国民も在日もそれに甘んじている骨抜きになっているということではないでしょうか。
　それに対して何の怒りも感じないし、それで良いのならその程度の国民なのでしょうが、ただこういう会を作ってここに集まる方々は、そうではないと思いますので、そう簡単に妥協せず最後まで闘い抜くのだろうと期待しています。
　残念なことですが、日本政府にいじめ続けられて来た在日としては、本当に日本政府に期待ができないのです。
　それでも少しでも公開したことはしないより良い訳で、会の闘いの大きな成果ではあると思います。

会の皆様方のご苦労に敬意を表し、入手した物を早く見たいと思っていましたが、やはりと言いますか、まだまだ不充分で余計に疑問が湧いたとも言えます。

ホンの一部ですが、韓国政府が公開した文書と同じ日の会議の記録と比較してみたいと思います。
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	過般、本委員会で日過般、本委員会で日本側代表が述べたと信じますが、韓国側で教育問題に対して要望している三個の項目の内、一番目の日本国民と差別ない義務教育の実施と、二番目義務教育を受ける者の上級学校進学に対して均等な機会を付与することに対しては応じられる。しかし三番目の項目である、永住権者が設立した私立学校終了者に対して、外国の同等な学校を卒業した者と同等な資格を認定する問題は認められない。

認められない理由を細かく話してくれ。

一言で言って日本の教育制度を乱す憂

慮があって駄目だということだ。

われわれの立場を言うならば、われわれが将来において学校を設立することはないだろう。現在設立されている学校の中で、白頭学園と金剛学園が経営する一部は正式学校として認可を受けているが、その内一部の学校と東京の韓国学園は正式学校としての認定を受けられないでいるが、正式学校として認定を受けられない学校の卒業者は上級学校進学において、個別的な審査を受けて進学できるだけで、一律的にその進学資格が認められないでいる。

　日本の学校教育法施行規則第69条には外国での学校を卒業した者に対しては、その進学資格を認定するようなっているのに関わらず、外国の同等な学校卒業者に付与される進学資格すら認められないでいるのだから、これは理解できないし、ましてや韓国学園卒業者に対しては韓国の同等な学校卒業者と同一に上級学校進学資格を認めてくれということなので、無理な要求をするのではない。

学校教育法施行規則第69条の規定は、日本人で外国に行って教育を受けて帰って来た者に対して、その上級学校進学資格を認定する例外的規定で、外国人には適用されない。だから在日韓人で韓国学園を卒業した者に対しては適用もできないし、日本にある学校に入学すればよいのだ。
日本の各種学校卒業者を正規学校卒業者と同等に認めてくれというのは不当だとしても、学校教育法施行規則第69条を日本に来ている外国人に適用しないというのは不当だ。

韓国系二個の学園は米軍司令部ではなく、日本政府によって認可された。当時認可するにおいて教授科目を日本の学校と同等にするということと、日本人学生も入学させるという条件がついていた。
それなら韓国学園も以上のような条件を履行すれば、今後日本の正式学校として認定できるのか?

この問題は中国、台湾問題もあり総合的に検討しなければならないので難しい。われわれとしては日本の学校に就学して、入学資格の認定を受けるのが良いと考える。
韓国側が提案した第３項目に対して、日本側がこれを拒否した理由は、第一に学校教育法施行規則第69条は外国人に対しては適用しないということと、第二に韓国学園のような各種学校卒業者に対して進学資格を認定すると、日本の教育体系を乱すということなのか?

そうだ。日本の学校教育法第1条によって韓国人が学校を設立するといっても、他の外国関係があって認可できないのだ。

その他、違う理由はないのか?

率直に言って、朝総連系の学校が、表面上では民族教育云々と言いながら、事実は反日、反米的な教育を実施しているが、在日韓人の成分を確実に区別し難いし、その学校が朝総連系の学校にならないという保障もないので、永住権者が設立する学校に対して設立認可をできないのだ。

それならひとつお聞きするが各種学校の内、日本政府を破壊する目的で活動する学校をなぜ認定しているのか?

　朝総連系の学校が、朝から晩まで個人崇拝という形式で、共産主義者の養成とプロレタリアの独裁を称える教育をすることで、反日的、反米的な教育をしているのに、これを放置するのは結局日本国憲法を破壊する活動を認めることになる。しかし、外国人が日本国の憲法を破壊する活動をするのをそのまま黙認することは、日本国の憲法を守護する義務がある日本政府としては、その責務を尽くしていると見ることができない。
それゆえに日本政府は韓国の赤化と日本国の赤化、進んでは世界の赤化を目的に共産教育をしている朝総連系の学校を閉鎖しなければならないのではないか。そのような当然しなくてはならないことはせずに、韓国人が設立した正当な学校をそういうものと同一視する式で、その上級学校進学資格すら認めないというのは理解できない。

これは日本政府が責任持って解決する内政問題だ。

内政問題に干渉するのではない。ただ20年間余りこのような現象が続いて座視できないのだ。朝総連系の学校が上手く整理できれば、韓国学園を認可する問題は少し簡単になるだろう。

われわれも学校問題で、朝総連系にとても悩まされている。朝総連系は教育資金も多く入って来ると聞いている。

われわれが要求した教育問題第３項目に対しては、本委員会で論議にならないようなので政治的折衝に回すようにしよう。

もしも日本政府が朝総連系の学校を整理するとしたら、在外国民保護という見地から外交的に抗議することはないか?

そんな抗議はないだろう。韓国を赤化するための、共産主義者養成学校を閉鎖するからと抗議する大使がいたら、気が狂った人だ。

　適齢児童の80%が日本系学校に、残りの20%が韓国系または朝総連系学校に就学しているが、朝総連系学校だけ上手く処理されるならわれわれ側の要求第３項問題は問題視ならない。

とにかくこの問題は本委員会では決定されないようなので当分の間そのまま保留しておこう。

統計によると韓国人学校が6個あるが、その内2個が認定され、3個の学校は夜間で認可され、残りひとつの東京韓国学園だが、これも認可されないでいるが、これは平和条約以後に設立された関係という。この東京学園の認可問題が一番大きい問題だ。
今、別個の問題だが、今後韓日両国関係が正常化され、多くの日本人が韓国に行くようになり、ソウルに学校を設立するならば認可してくれるのか?

勿論、認可するだろう。現在華僑の学校にたいしては、その進学資格まで認定してあげている。

韓国学園は設立して10余年も経ったのだから、その実績を勘案して、あの学校の卒業者に対する進学資格を認めて欲しいということだ。

質問するのは大阪の白頭学園のようなところを卒業した学生に対して、韓国で進学資格を認定しているのか?

大体で進学資格を認定している。特に言語の障害があり、特別指導をして外国人学生のように取扱っている。

本委員会で論議する対象は、協定が規定した特定人に対する処遇ではないのか?

体制上では協定永住権者とその子孫の、教育問題に関連する限界内で問題になる。しかし付随的に、これにおいて恩恵を受ける者もいるのだ。　
	3月4日の韓国案のうち、(1)日本の小中学校への入学、及び(2)その卒業生の進学資格は認められるが、(3)韓国人学校卒業生の進学資格は認めることができないと述べた。

(1)韓国側としては、学校をこれ以上作るつもりはなく、現在ある3校■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■を前提として考えている。

(2) 学校教育法施行規則第69条の適用については、従来日本側は日本人の場合に限られると説明して来たが、条文からはそのようには解せられない。

(3)したがって韓国の高等学校を卒業したら日本の大学に進学する資格があるが、■■■■■にように日本の教育基準に則り、日本語で教育を行っているところの卒業生は、韓国の高校卒業生以上に日本の大学への進学資格が認められてしかるべきである。
(1) 学校教育法は、日本人の教育を目的としたものであり、したがって、同法施行規則は日本人にしか適用がない。69条は日本人の例外をやむをえず認めたものである。

(2)日本には日本の学校制度があるのであり、これを利用してほしい。

(3)各種学校の卒業生に進学資格を認めることは、日本の教育体系を乱すので認めることはできない。
大阪の二校は、教科目を日本の教育基準に則り、日本語で教えており、日本人にも開放するという建前をとっているので、正規の学校として認可されている。

それでは■■■■■も同様の条件で正規の学校として認可してもらえるのか。

これには種々の問題があり、その後外国系の学校は認可しないことにした。現在、日本における外国人教育全般を検討中であり、新たに認可するつもりはない。
各種学校の問題については、北鮮系との関連で種々問題のあることを指摘
日本政府は北鮮系の偏向教育を放置しているとして不満の意を表し、

韓国側が教育の問題について種々要求しているのは北鮮系との対抗上やむをえず行っているものであり、日本政府がもし北鮮系の学校をすべて閉鎖すれば、韓国側としては各種学校の問題をひっこめてもよい。

韓国人学校の卒業生の進学資格については、本委員会においては一時棚上げし、政治的に解決をはかることにしたい。
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	戦後入国者で強制送還される者は、現在も韓国政府が引き受けているではないか? 現在日本国政府が日本の入管令によって退去強制される外国人に対して、米国や英国など関係外国政府と協定を結んだり公文を交換して、強制送還者の引き受けを約束したことがあるのか?

 引き受け義務に関して、他の外国政府と協定を結んだことはない。

　　　　　　　　　
それなら韓国政府だけにこれを要求するのは論理が立たない。

韓国人と中国人に対しては、強制退去に対する引き受け余否に対して、れわれは信じられないので引き受け義務の規定が必要だ。

韓国人と中国人は野蛮な未開人だと思うと言うのか?

戦後入国者で強制送還される者を、韓国政府が引き受けているというが、これはOver-Stayした者と密入国した者だけだ。

要は日本側説明資料の後段は前段内容の重複規定で、これは韓国政府を不信するところからつながるもので絶対受け入れられない。

　一般外国人には必要のない、こんな規定を本協定におくのは韓国人を侮辱するもので、私はこのような侮辱的な規定を受けながらまで、会談代表として留まれない。これ以上討議する必要もないので、今日の会議は止めよう。

それなら日本側が6.4に提出した説明資料文書自体を撤回する。

それは難しい。良くない部分を是正すれば良いのであって、全体を撤回する必要はない。

それなら進展もないので、本委員会は6.20まで止めよう。

6.20まで止めようというのはどういう意味か?

それでは本委員会は止めて非公式折衝をしよう。

今日の会合はこれで止めて、今から非公式折衝を別室でするようにしよう。　　

　　　　　　　　
良い。


	前回日本側より提示した退去強制の経過措置に関する説明資料に関して討議が集中され、その妥協案について努力が傾注された。
(これだけしかない。誰が何を言ったかは一切記述がない。本当に世の中にこんな会議録が存在するのだろうか?別途に会議録が存在して、今回はこれを出しだけと思わざるを得ない。訳者、註)

	


　　こうして一部だけ取り上げるのは挙げ足取りなのでしょうか?

    実際このように比較してみると、どう見ても日本側文書の方がおざなりで誠意が感じられません。

　　とは言っても、今まではこのような比較すらできなかったのです。したがってホンの一歩の前進を祝福しつつも、今夜の祝杯は決して喜べない苦い味だったと言わざるを得ません。

　　ますます闘志を燃やしてくれたと感謝するだけの度量は、まだ私にはありません。

　　ただ怒りや憤りを表すだけでなく、このように事実を検証して行くことが、より大きな闘いの力に少しでもなれればと思います。　

